
宇宙探査機用小型電池開発へ

放射性廃棄物のアメリシウムを宇宙探査機の小

型電池に利用する開発計画を示す、日本原子力

研究開発機構の高野公秀研究主席＝文部科学省

日本原子力機構

現
状
で
は
廃
棄
物
の
ア
メ
リ
シ

ウ
ム
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に

した。原
子
力
機
構
N
X
R
開
発
セ
ン

タ
ー
の
高
野
公
秀
研
究
主
席
は

「
実
用
化
で
き
れ
ば
、
探
査
機
の

通
信
機
器
や
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
電

源
と
し
て
半
永
久
的
に
使
え
る
」

と
話
し
て
い
る
。

高
野
主
席
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ

シ
ウ
ム
は
原
子
力
機
構
が
保
有
す

る
き
フ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合

酸
化
物
（
M
O
X
）
燃
料
の
原
料

粉
末
か
ら
分
離
し
、
十
分
な
量
を

確
保
で
き
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
で
探
査

機
を
打
ち
上
げ
た
際
に
爆
艶
し
て

も
飛
散
し
な
い
よ
う
、
添
加
物
を

加
え
て
ペ
レ
ッ
ト
に
焼
き
固
め
、

金
属
ピ
ン
に
封
入
す
る
技
術
を
開

発
済
み
。
一
方
、
半
導
体
を
利
用

し
て
ア
メ
リ
シ
ウ
ム
の
崩
壊
熟
で

発
電
し
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
L

E
D
）
を
光
ら
せ
る
実
験
に
も
成

功
し
た
。

放
射
性
廃
棄
物

太
陽
か
ら
遠
く
離
れ
た
小
惑
星

や
惑
星
、
夜
の
月
面
な
ど
、
太
陽

光
発
電
が
で
き
な
い
環
境
で
活
動

す
る
探
査
機
の
電
源
と
し
て
、
放

射
性
廃
棄
物
の
ア
メ
リ
シ
ウ
ム
の

崩
壊
熟
を
電
気
に
変
え
る
小
型
原

子
力
電
池
の
開
発
に
着
手
し
た

と
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

が
発
表
し
た
。

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J

A
X
A
）
か
ら
受
託
し
、
産
業
技

術
総
合
研
究
所
な
ど
と
と
も
に
2

0
2
9
年
初
め
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

完
成
を
目
指
す
。

米
国
で
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

利
用
す
る
原
子
力
電
池
が
1
9

6
0
年
代
か
ら
実
用
化
さ
れ
、
太

陽
系
外
ま
で
飛
行
し
た
探
査
機

「
ボ
イ
ジ
ャ
ー
」
な
ど
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
崩

壊
熟
が
大
き
く
、
発
電
に
は
有

利
だ
が
、
日
本
で
は
取
り
扱
い
や

輸
送
の
法
規
制
が
厳
し
い
。
こ

の
た
め
、
崩
壊
熟
は
小
さ
い
が
、


